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平成２８年度第１回千葉市史跡保存整備委員会 議事録 

 

１ 日 時  平成２８年 ４月１４日（木）午後３時００分～午後５時３０分 

２ 場 所  千葉市教育委員会事務局 第一会議室 

３ 出席者 【委員】 

       青木委員（副部会長）、赤坂委員、岡本委員（委員長）、竹内委員、中村委員 

      【事務局】 

       大崎生涯学習部長、志保澤文化財課長、芦田文化財課長補佐、飛田加曽利貝 

       塚博物館長、その他事務局職員 

      【オブザーバー】 

       史跡加曽利貝塚保存活用計画策定部会 武委員 

 

４ 議 題 

 報告 

（１）平成２７年度の会議開催経過について 

（２）今年度の会議開催予定について 

（３）市内の国指定史跡の管理・整備について 

 議題 

（１）史跡加曽利貝塚保存活用計画について（非公開） 

（２）加曽利貝塚博物館のあり方について（非公開） 

 

５ 議事の概要 

 報告 

（１）平成２７年度の会議開催経過について 

   資料１を用いて報告を行った後、質疑応答を行った。 

（２）今年度の会議開催の予定について 

   資料２を用いて報告を行った後、質疑応答を行った。 

（３）市内の国指定史跡の管理・整備について 

   資料３を用いて報告を行った後、質疑応答を行った。 

 議題 

（１）史跡加曽利貝塚保存活用計画について（非公開） 

   資料に基づき説明を行った後、意見交換を行った。計画書は原案の目次どおりに進 

  め、市内の他史跡との比較ができる項目を追加することとした。また、計画の策定にあ 

  たってはパブリックコメントなど地元住民との協議を行うよう意見があった。 

（２）加曽利貝塚博物館のあり方について（非公開） 

   資料に基づき説明を行った後、意見交換を行った。博物館のあり方については博物館 

  機能と研究機能の区別を行うとともに、それらが両立できる方向を検討すべきなどの意 

  見があった。 
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６ 会議経過 

開会 

（芦田課長補佐） 

 ただいまより、平成２８年度第１回千葉市史跡保存整備委員会を開催いたします。本日、

設楽委員、高橋委員につきましては、欠席の連絡を受けておりますが、半数以上の委員に出

席いただいていることから、会議が成立していることを報告します。なお、本日は史跡加曽

利貝塚保存活用計画策定部会より、武委員にもオブザーバーとして出席いただいております。 

 それでは会議に先立って、大崎生涯学習部長より挨拶を申し上げます。 

（大崎部長） 

 本日はご多忙の中、委員会にご出席いただきありがとうございます。昨年５月の第１回目

の会議をはじめとして、２つの部会で１年間ご審議いただきました。昨年７月には博物館を

無料にして、疑似発掘体験などの体験プログラムを実施し、おかげさまで来館者の数も増加

いたしました。本年度は加曽利貝塚の特別史跡化に向け、総括報告書の刊行・保存活用計画

の策定という大きな目標をクリアする、大変重要な年と認識しております。今後のスケジュ

ールにつきましては後ほど説明させていただきますが、引き続きご指導賜りたいと存じます。

本年度もよろしくお願い申し上げます。 

（芦田課長補佐） 

 議事に入ります前に本日の会議について説明します。本日の２つの議題については、内容

を公開することで特定の市民に不当に不利益を及ぼすおそれがあることから、千葉市情報公

開条例第７条第５号に基づき非公開とします。 

 それでは議事に入りますので、ここからの進行は岡本委員長にお願いしたいと存じます。 

 

報告（１）平成２７年度の会議開催経過について 

（岡本委員長） 

 それでは次第に基づいて会議を進行してまいります。報告（１）平成２７年度の会議開催

経過について、事務局より報告をお願いします。 

  事務局説明：資料１を用い、開催経過を説明。 

（岡本委員長） 

 ただいまの事務局の報告を受けまして、ご質問等はございますか。 

【意見は特になし】 

 

報告（２）今年度の会議開催の予定について 

（岡本委員長） 

 続きまして、報告（２）今年度の会議開催の予定について、事務局より報告をお願いしま

す。 

  事務局説明：資料２を用い、スケジュールを説明。 

（岡本委員長） 

 ただいまの事務局の報告を受けまして、ご質問等はございますか。 

【意見は特になし】 
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報告（３）市内の国指定史跡の管理・整備について 

（岡本委員長） 

 続きまして、報告（３）市内の国指定史跡の管理・整備について、事務局より報告をお願

いします。 

  事務局説明：資料３を用いて、国指定史跡の管理状況等を説明。 

（岡本委員長） 

 ただいまの事務局の説明は、仮に加曽利貝塚が特別史跡に指定された場合、加曽利貝塚を

中心に他の４つの国指定史跡とのネットワークをどのように繋げていくか、今すぐにではな

いにしても、本委員会で検討していくことがあるということですね。委員の皆様からはご質

問等ございますか。 

（青木副委員長） 

 説明板の改修を行ったと説明がありましたが、例えば、史跡に行って地図をクリックする

とスマートフォンから説明が見られるなど、そういった整備はしているのでしょうか。 

（事務局職員） 

 そこまでの整備は行っていません。 

（中村委員） 

 国の指定史跡がたくさんある中で、先ほどの史跡間のネットワークという話にも繋がるか

と思いますが、整備の基本構想やストーリーが必要であると考えます。 

（飛田館長） 

 市内史跡整備の基本構想等はすでに市で作成しているものがありますが、約３０年前の報

告書であり、近年指定となった花輪貝塚は含まれていませんので、本委員会で皆様からの意

見を頂戴しながら事実に基づいたストーリーを示していきたいと考えています。 

（竹内委員） 

 国史跡は市内でも非常に広範囲にわたっていますので、今後新たに史跡に指定されるもの

も出てくる可能性があるという理解でよろしいでしょうか。 

（志保澤課長） 

 そのような理解で結構です。 

（武委員） 

 加曽利貝塚周辺の自治会に声をかけて、加曽利貝塚から荒屋敷貝塚などを歩く企画を行い、

８０名ほどが参加したのですが、荒屋敷貝塚の存在を知っている人が１０％程度でした。加

曽利貝塚をこれから整備していくのであれば、ぜひ周辺の遺跡の活用も含めてもらいたいと

思います。どうして加曽利貝塚周辺にこれほど貝塚が密集しているのか、そのあたりを含め

たストーリーになることに期待しています。 

（飛田館長） 

 先ほどもお話しましたが、基本構想・基本計画はすでに作成しているものがあります。こ

れをベースに現在の状況にあった内容に精査して、計画を進めていきたいと考えています。 

（赤坂委員） 

 これまで市で作成した基本計画など、その経過を知っている委員と知らない委員がいます

ので、ぜひ経過や内容についても、委員全体で共有できるよう事務局にお願いしたいと思い
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ます。 

（岡本委員長） 

 市内の史跡整備の構想については、今後、事務局の提示する案をお待ちして本員会で検討

していくこととして、次の議題に進みたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

【意見は特になし】 

 

議題（１）史跡加曽利貝塚保存活用計画について 

【非公開（千葉市情報公開条例第７条第５号）】 

 

議題（２）加曽利貝塚博物館のあり方について 

【非公開（千葉市情報公開条例第７条第５号）】 

 

その他 

（岡本委員長） 

 以上で本日の議事はすべて終了となりますが、他にご意見等はございますか。 

【意見は特になし】 

 

閉会 

（岡本委員長） 

 これを持ちまして本日の議事を終了します。それでは進行を事務局へお返しします。 

（芦田課長補佐） 

 委員の皆様、長時間、ご審議いただきありがとうございました。以上を持ちまして、平成

２８年度第１回千葉市史跡保存整備委員会を閉会いたします。 

 

 

―――了――― 


